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み
な
さ
ん
の
ご
自
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
管
内
で
は
、
平
成

　
年
６
月
１
日
か
ら
全
住
戸
に
対
し
住
宅
用

20火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は
全
国
平

均
　
・
2
％
、埼
玉
県
平
均
　
・
2
％
、児
玉
郡

81

71

市
　
・
0
％
と
埼
玉
県
で
最
も
低
い
状
況
と
な
っ

47
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
も
し
も
の
時
に
み

な
さ
ん
の
命
や
財
産
を
守
る
有
効
な
機
器
で

す
。未
設
置
の
か
た
は
早
期
に
設
置
を
、
既
に
設

置
さ
れ
て
い
る
か
た
は
定
期
的
な
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
消
防
本
部
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

■
日
　
時

　
５
月
　
日
捷
～
　
日
晶

15

26

　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

10

■
調
査
方
法

　
総
務
省
消
防
庁
か
ら
示
さ
れ
た
調
査
方

法
（
無
作
為
抽
出
）
に
よ
り
、
消
防
職
員
が
直
接

訪
問
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
玄
関
先
や

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
で
の
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、住
宅
内
へ
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
調
査
内
容

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
有
無

②
設
置
無
の
場
合
、設
置
を
し
て
い
な
い
理
由

③
設
置
有
の
場
合
、設
置
さ
れ
て
い
る
場
所

④
設
置
有
り
の
場
合
、点
検
の
状
況

⑤
上
記
４
点
に
関
す
る
質
問
を
必
要
に
よ
り

数
点

■
そ
の
他

　
回
答
者
の
任
意
協
力
に
よ
る
調
査
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
回
答
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
お
断

り
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

部
予
防
課（
緯
　
‐
8
3
9
2
）
ま
た
は
お
近

24

く
の
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　『
計
量
法
』
に
よ
り
、
取
引
や
証
明
に

使
用
す
る
「
計
量
器
（
は
か
り
）」
は
、
定

期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
ょ
う
量
が
　
㎏
以
下
の
機
械
式
は

250

か
り
に
つ
い
て
は
埼
玉
県
計
量
検
定
所

が
次
の
と
お
り
集
合
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
該
当
す
る
は
か
り
を
使
用
し
て
い

る
か
た
は
必
ず
こ
の
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
前
回
（
平
成
　
年
度
）
に
受
検
さ
れ

27

た
か
た
に
は
、
事
前
に
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

■
日
時

　
６
月
　
日
我
　
午
前
　
時
～
正
午
、

14

10

午
後
1
時
～
3
時

■
場
所

　
美
里
町
役
場
東
側
駐
車
場

■
対
象

①
商
店
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
商
品
の

売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

②
工
場
、
事
業
所
等
が
原
材
料
購
入
、

製
品
の
販
売
出
荷
に
使
用
す
る
は

か
り

③
宅
配
便
等
の
運
送
業
者
が
貨
物
の

運
賃
算
定
の
た
め
に
使
用
す
る
は

か
り

④
観
光
農
園
や
農
産
物
直
売
所
で
料

金
算
定
や
量
目
表
記
の
た
め
に
使

用
す
る
は
か
り

⑤
学
校
、
病
院
、
保
育
所
な
ど
で
健

康
診
断
に
使
用
す
る
は
か
り
な
ど

■
手
数
料

ひ
ょ
う
量

　
　
㎏
以
下
　
　
円

100

600

　
　
㎏
以
下
　
1
、0
0
0
円

250
棒
は
か
り
と
懸
垂
指
示
は
か
り

　
　
円
300

※
な
お
、
分
銅
・
お
も
り
付
の
は
か
り

は
、
右
記
手
数
料
の
ほ
か
１
個
に
つ

き
　
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

10

■
そ
の
他

　
電
気
（
デ
ジ
タ
ル
）
式
は
か
り
と
ひ
ょ

う
量
　
　
を
超
え

250
kg

る
機
械
式
は
か
り

は
、
県
が
委
託
し

て
い
る
指
定
定
期

検
査
機
関
が
別
途

検
査
し
ま
す
。

計
量
器
（
は
か
り
）
定
期
検
査
に
つ
い
て

計
量
器
（
は
か
り
）
定
期
検
査
に
つ
い
て
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

問
合
せ
＝

○
埼
玉
県
計
量
検
定
所

　
緯
0
4
8
‐
6
5
2
‐
2
1
7
1

○
役
場
農
林
商
工
課

　
緯
　
‐
5
1
3
3
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
等
調
査
に
つ
い
て

【廃止】

　㈲ヤナセ農機　緯76-2117

　　美里町大字猪俣2241

　㈱ヒマワリ建設　緯0494-66-3061

　　長瀞町大字長瀞851-11

問合せ＝建設水道課上下水道係

　　　　緯76-1118

美里町指定給水装置

工事事業者について

15平成29年５月

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
３
月
　
日
を
も
ち
ま
し
て
、
７
年

31

に
わ
た
る
副
町
長
の
職
を
辞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
職
員
時
代
を
含
め
ま
す
と
、
通
算
　
年
と

41

な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
こ
の
７
年
間
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
３
・
　
に
よ
る
小
栗
か
ら
大

11

仏
に
か
け
た
住
宅
被
害
や
計
画
停
電
。
そ
し
て
翌

年
の
２
月
に
は
記
録
的
な
大
雪
に
よ
る
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
や
車
庫
の
倒
壊
。
さ
ら
に
９
月
の
茨
城
南

部
地
震
で
根
木
か
ら
関
に
か
け
て
住
宅
被
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
連
続
し
て
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
で
す
。

　
そ
の
た
び
に
議
会
を
始
め
多
く
の
皆
様
か
ら
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
誠
に
あ
り
が
た
く
深
謝
の
か
ぎ
り

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
一
町
民
と
し
て
明
る
い
町
づ
く
り

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
、
お
礼
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
付
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異

動
等
が
あ
り
ま
し
た
。
副
課
長
級
以
上
の

職
員
、
新
採
用
職
員
、
派
遣
職
員
、
退
職

者
を
掲
載
し
ま
す
。

　【
　
】内
は
旧
所
属
課
等

 課
長
級
 

▽
総
務
税
務
課
長
（
兼
）
会
計
管
理
者

（
兼
）総
務
係
長（
兼
）会
計
係
長
　
長
谷

川
仁
治
【
総
務
税
務
課
副
課
長（
兼
）総

務
係
長
】
▽
住
民
福
祉
健
康
課
長（
兼
）住

民
福
祉
係
長（
兼
）包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
長
　
木
村
利
雄
【
総
合
政
策
課
副
課

長（
兼
）ま
ち
創
生
係
長
】
▽
教
育
委
員
会

事
務
局
長
　
丸
山
陽
一
【
教
育
委
員
会

事
務
局
長（
兼
）公
民
館
・
図
書
館
館

長（
兼
）社
会
教
育
係
長（
兼
）公
民
館
図

書
館
係
長
】

 副
課
長
級
 

▽
総
合
政
策
課
副
課
長（
兼
）秘
書
広
報

職
員
係
長
　
数
馬
　
茂
【
総
合
政
策
課

主
査
】
▽
総
合
政
策
課
副
課
長（
兼
）ま
ち

創
生
係
長
　
坂
井
智
也
【
総
合
政
策
課

主
査
】
▽
住
民
福
祉
健
康
課
付
社
会
福
祉

協
議
会
へ
派
遣
　
中
沢
　
仁
【
住
民
福

祉
健
康
課
副
課
長（
兼
）包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
係
長
】
▽
建
設
水
道
課
副
課
長（
兼
）

建
設
環
境
係
長
　
安
齋
哲
明
【
建
設
水

道
課
主
査
】
▽
教
育
委
員
会
事
務
局
指
導

主
事（
兼
）学
校
教
育
係
長
　
門
倉
正
人

【
教
育
委
員
会
事
務
局
指
導
主
事
】
▽
教

育
委
員
会
事
務
局
主
幹（
兼
）社
会
教
育

係
長
　
丸
山
　
保
【
教
育
委
員
会
事
務

局
主
幹（
兼
）学
校
教
育
係
長
】
▽
教
育
委

員
会
事
務
局
主
幹（
兼
）公
民
館
・
図
書
館

館
長（
兼
）公
民
館
図
書
館
係
長
　
下
山

喜

美

子
【
住

民

福

祉

健

康

課

副

課

長（
兼
）住
民
福
祉
係
長
】

 新
採
用
 

▽
総
務
税
務
課
　
逸
見
繁
雅
▽
住
民
福

祉
健
康
課
　
鈴
木
由
宇
▽
　
同
　
藤
川

絵
里
▽
農
林
商
工
課
　
岩
﨑
　
輝

 埼
玉
県
か
ら
派
遣
 

▽
農
林
商
工
課
長（
併
）農
業
委
員
会
事

務
局
長
　
篠
原
正
明
▽
建
設
水
道
課
長

　
桑
原
義
範
▽
 教
育
委
員
会
事
務
局
主

席
指
導
主
事
　
江
森
貴
文

 退
職
者
（
３
月
　
日
付
） 
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▽
清
水
康
雄
【
総
務
税
務
課
長（
兼
）会

計
管
理
者
】
▽
田
島
高
行
【
住
民
福
祉
健

康
課
長
】
▽
中
島
　
勝
【
住
民
福
祉
健
康

課
付
社
会
福
祉
協
議
会
（
事
務
局
長
）】

▽
金
子
節
子【
総
務
税
務
課
副
課
長（
兼
）

会
計
係
長
】
▽
中
兼
洋
治
【
教
育
委
員
会

事
務
局
主
査
】
▽
山
岸
ひ
か
る
【
総
務
税

務
課
主
事
】

 埼
玉
県
へ
帰
任
（
３
月
　
日
付
） 
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▽
田
嶋
貴
公
【
参
事（
兼
）農
林
商
工
課

長（
併
）農
業
委
員
会
事
務
局
長
】
▽
原
島

聡
志
【
建
設
水
道
課
長（
兼
）建
設
環
境

係
長
】
▽
茂
木
智
孝
【
教
育
委
員
会
事
務

局
主
席
指
導
主
事
】

役
場
職
員
人
事
異
動

　
副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副副
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
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副
町
長
　
就
任
・
退
任
の
ご
あ
い
さ
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
　

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
美
里

町
副
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
髙
沢
賢
一
で
す
。

　
本
町
で
は
現
在
、
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
寄

居
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
や
産

業
団
地
の
整
備
・
企
業
誘
致
な
ど
地
域
活
性
化
の

た
め
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
重
要
な
時
期
に
副
町
長
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
重
責
を
担
う

こ
と
に
対
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
本
町
の
こ
れ
か
ら
を
つ
く
る
基
本
理
念
は
「
心

身
と
も
に
美
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

美
し
い
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
新
し
い
仕
事
を

生
み
出
し
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
本
町
で
の
暮
ら
し
を
幸
せ
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
原
田
町

長
を
補
佐
し
、
町
政
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

副
町
長髙

沢

賢

一

前
副
町
長

田

島

省

二


